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住所（法人にあっ
ては．Ｉ:たる本務

所の所､;地）
大阪市中央区今橋３－５－１２

氏名（払人にあっ
ては、私称及び代

戎１Ｗ)氏船）
日本生命保険相互会社代表取締役社長岡本圀術

nF業者の主たる

業iｎ 生命保険業

暗当する、業者
要件 庁京都府地球温咽化対策条例施行規則第10条第１号砿当取業者（大規模エネルギー使用卒業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温畷化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号減当事業者（大規模運送卒業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄iii車両
150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号腋当耶業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者〈二酸化炭素に換算して3.000トン以上））

叶画期間平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

ビル設備の運用時間見直しによる取組を基本とし、入居テナントに向けた省エネ取組への協力依頼を実施していく

推迪体制
本社不動産部にて叶画的な股鯛更新を推進するとともに、ピル管理会社の協力を得ながら入居テナントへの定期的な省エネ取組要舗を行う体制を栂集する

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体

的な取組及び措
１ｍの状況

年度
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２０－２２ 
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股伽、対象、工樫等

全卒業所

投資ピル

投資ピル

描匝内容

設備運転時間の運用見直しおよび不要照明の消灯徹底ならびに空鯛温度の適正管理による排出丘削減

入居テナントに向けた排出ガス削減協力要鋼（ポスター掲示および鰹力依頼文轡）

冷温水発生機Ⅲ新(特配り｢項欄参照）

温室効果ガスの
排出趣等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実綱に対する自己評価

基車年度（実繊）

(19）年lｒ
(=醜化戊讃1,1J）

目W同年度（針画）

(22）年度
(二酸化炭宰lQ口）

増減率
(計画）

報舌年度（共碩）

(２１）年度
(三鹸化墳弗H1官）

増減率
(実綴）

7,404.0ｔ 7.404.0ｔ 0.0“ 6,501.9ｔ -12.2‘始

ｔ ｔ 飴 ［ 髄

ｔ ｔ [！(、 ［ 軸

牢Ｉ7,404.0ｔ ･２7,404.0ｔ 0.0蛤 の４ 6,501.9ｔ －１２．２､船

･投資ピルは、熱源股伽の更新や各現場股備管理部門の細やかな機器オペレートにより、エネルギー使用丘を削減する
ことができた。

・全社一環とした入居者への省エネ協力依頼を継続的に行った率により、ウオームビズ・クールビズ等の活動が浸透し、
空鋼温度の繊和が迪み熱源用エネルギー使用、が減少した。
・営業部、支部ピルにおいても、投資ビル同揮社内の省エネ運動の徹底により、全社では使用肚の削減を遠成した。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出且等

用途区分 原単位の指標

投資ビル
二酸化炭素換算

（廷床面積）

営業部・支
部

二酸化炭素換算

（延床面稠）
二酸化炭素換郵

実績に対する自己呼価

基麺年度（実綬） 目標年度（計画） I､波jfMJl面） 報告年度（実績） 増減率（実緬）

0.076ｔ‐ＣＯz／㎡ 0.076ｔ‐CO2／㎡ 0.0Ｗ、 0.067ｔ‐CO2／㎡ -11.8９６， 

0.052ｔ‐COzB／㎡ 0.052ｔ‐CO2／㎡ 0.01(, 0.050ｔ・CO2／㎡ -3.8恥，

船 U)P 
OPqD 

iIA室効果ガスの排IⅡHt鱒の|にl己評価に準じるが、他の要UJとして多少翻テナント退去の影瀞もあり鰍111位が減少。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減丘等

対策等の区分

森林の保全及び塾伽

府内童の木材の利用

自然エネルギーを利用した虹力
又は熱の供給

グリーン麺力の蹴入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減且等合叶

目楓年度（叶面〕

政8W1段笄 (二肢化炭饗換口）

(駐倶而珀） hａ 硯収量 ［ 

(利用丘） 】ｎ, IWbQm ［ 

(充危＆） kwｈ Ｍ城且 ｔ 

(偽供給且） GＪ ､１減邑 ［ 

(睡入、） kwｈ 朋域巳 ［ 

(８，入且） ｔ (nUl減9t） ｔ 
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報告年度（実績）

政illmh笄 (二皎化炭奏換豚）

⑬ｉｎ流Fq） hａ 吸収丘） ｔ 

利朗公） ｍ， 刷域、） ｔ 

充電■） kwh ﾛ1虹哉） ｔ 

偽供給且） 0Ｊ '''1減且） ［ 

四人、） kwｈ ､l減Et） ［ 

(砥入nt） ｔ (､ﾘ滅月t） 上
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差引排出戯

(排出合i1-rM按呼合0+）

基準年度（実績）

＊】7,404.0ｔ

目標年度（計画〕

(･a】-1.ｺ’7,404.0ｔ

lii滅中（81画）

0.0％ 

報告年度〈実績〕

(叫)･ｌＯ５】6.501.9ｔ

増減率（実績）

-12.2％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特配事項

･京都二衝ビルで叉施した冷朋A水発生機更新によりIiilビルにおける空鋼熱源使jilHtを大棚に､11城することができた


